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＜連絡事項＞

・職員駐車場の見回りをした結果、数台が駐車許可証未提示または、見えにくい位置にありましたので、次回の見回りでも未提示だった場合、マイカー通勤禁止にしますので、見えやすい位置に置いてください。また、車輌登録されてない方は、庶務まで申し出てください。
・平成20年3月14日に行なわれた「クレーム対応」についての研修ですが、出席率が低い為、再度研修を行なうこととなりました。研修参加対象者は、欠席者（遅番、準夜等による欠席者も含む）、新人職員となります。５月中の実施を予定しておりますので、詳細が決まり次第、対象者名簿と併せて掲示致します。
・マグネローデ、マグネリードは庶務では在庫を常時持っていませんので、不足になる前に発注を上げて下さい。

・20年度の担当業務・ユニット担当については、24日にお知らせします。9月に予定されている青仁会祭りもこの後に役割が入って来る等、何らかの事情により変更もあるかもしれません。

・能力カードの作成を行って下さい。各自、自身の委員会や担当内容を確認し今年度のものを書いてください。記入後は、東病棟フォルダの中の「20年度能力カード」に入れて下さい。30日までの回収と致します。

＜患者様連絡事項＞

・佐々木　要四郎様～娘様より、本人の実の兄が亡くなったとの事で、外泊の希望（4/25～4/26）あり。主治医より許可となっています。

・小泉　康政様～4/28日赤病院皮膚科受診予定（家族のみで）。奥様より、循環器も受診したい為、主治医より紹介状を書いてもらいたいという希望がありました。主治医に確認しましたが、循環器の方は大きい変化もないため、同じ処方の薬をもらって来るように、紹介状は必要ないとのことでした。奥様に電話にて伝えています。

・助川　節子様～本日、八戸市役所恒例福祉課の職員が介護保険について説明に来られています。サインを求められたが、お金がかかる事もあり検討する事としています。今後については、夫様が認知症で息子様が発達障害である事や、本人は障害年金を受給しており生活ができるとの事。しかし、夫様と同居すると夫様は生活保護が受給できなくなる為、例えば、夫様が施設に入所される等、別居となれば生活保護が受給出来るとの事。

　　　　　　　　5/2（金）10：00～グローバースピアにて今後の生活について話し合いをする予定となっています。

・内城　由蔵様～身体症状低下の為、正式に東Cユニットより合併室へ移動となっています。本日、胸部レントゲン検査施行していますが、右肺の影は入院時からの物であり、肺炎の所見は無し。また、至急にて採血行っています。24日のリーダーは主治医へ報告して下さい。ミキサー食に変更していますが、開口されず経口摂取困難な為、点滴処方（24時間キープ）となります。食止めではないが、無理をさせないように。服薬も継続。

・村山　トミ様～昨日、右腹部をベット柵にぶつけ疼痛の訴えあり、レントゲン検査おこなっています。異常所見なし。また、Cユニットへ移動となっています。

・中野　英男様～朝・昼共に、拒食されており、点滴が2本処方となっています。食事摂取状況の確認、補食等行って下さい。

・坂　　貢　様～本日、小坂Dr診察。右臀部の膿瘍切開できず。クラビット（抗菌剤）が3日分処方となっています。処置は不要。4/26（土）PMに再度診察となります。

　　　　　　　※縫合セットをレディースクリニックより借用。スチール棚に保管してあります。

＜要注目患者様ケース検討＞

・平　美奈子様～＃1　対人関係に苦痛があり臥床傾向

　　　　　 　　　O-P①スタッフとの接し方

　　　　　　　　　　②面会時の様子

　　　　　　　　　　③食事状況

　　　　　　　　　　④夜間の睡眠状態

　　　　　　　　　　⑤発言内容・表情・態度

　　　　　　　　　　⑥希死的発言・危険行為の有無

　　　　　　　 　T-P①食事の際だけでもホールで摂取するよう促す

　　　　　　　　　　②入院前にリストカットの既往がある為発言や行動に注意

　　　　　　　　 E-P①気が向いたらホールへ来てみるなど、体を動かすよう説明

　　　　　　　　　　②話したくない時などある場合は話すよう説明する。

　　　　　　　　入院当初より、スタッフとの会話が多く持たれていますが、外泊中に不安感・気分の悪さを訴え途中で帰院。妹様の子供の世話も負担となっています。次回の外泊希望あり、外泊前後の状態観察をお願いします。

・和田　昌　様～本日の活動プログラムにてバトミントンを行っていた際、バスケットを始めた他病棟の患者様に対して「危ないだろー」と口調強く詰め寄ることあり、男性スタッフ介入にて落ち着かれています。活動性も高まってきており、観察を行って下さい。













